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入試に関する情報は、南山大学Webページ 受験生の皆様 でご確認ください。 

https://www.nanzan-u.ac.jp/admission/ 

不測の事態により、この要項に記したことに変更が生じる場合や、 

追加でお知らせする場合は、全てこのページに掲載します。 

適宜ページをご確認いただきますよう、お願いいたします。 

＜受験の際の特別な配慮について＞ 

 本学の入学試験における配慮は、原則として大学入学共通テストでの配慮内容に準じ、可能な限り対応しま

す。障がい等により、受験・就学に際して特別な配慮を必要とする場合は、「南山大学Webページ 受験生の皆

様」内の専用ページの指示に従い、８月下旬までに申請をしてください。なお、出願書類送付後の申し出につ

いては、十分な対応をしかねる場合があります。出願の検討段階でも構いませんので、原則として出願前に申

請をお願いします。 

 また、出願後の不慮の事故等により、受験時に特別な配慮を必要とする場合も速やかに申請をしてください。 

総合型入試における注意事項 
 

本学総合型入試は、専願ではありません。ただし、本学総合型入試において出願できるのは 1 学科

のみです。複数学科、複数の総合型入試の型（プレゼンテーション型や資格・検定試験活用型など）

への併願はできません。大学および学部・学科のアドミッション・ポリシーを十分に理解し、出願

する 1学科を選択してください。 
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1．総合型入試の趣旨 

○南山大学 アドミッション・ポリシー 
南山大学は、教育の目的と理念に定める人材を育成するために、高等学校等における学習

をとおして確かな基礎学力を身につけた学習意欲の高い人を受け入れます。とりわけ、入

学後、本学の教育の目的と理念を理解し、人種、宗教、文化等、異なる背景を持つ人々と

共生・協働することにより新たな価値の創造に貢献する意欲のある人を受け入れます。 
このような人を受け入れるために、様々な方法で選抜を実施します。 

 

【人文学部】 

○人文学部 アドミッション・ポリシー 
人文学部は、教育の目的、ディプロマ・ポリシーおよびカリキュラム・ポリシーに基づき、

次のような人を受け入れます。 

 

【Ⅰ 知識・理解】 

人文学部で学ぶために十分な、高等学校卒業レベル以上の基礎学力を身につけている。 

 

【Ⅱ 思考力・判断力・表現力】 

自身の考えを口頭または文章で的確に表現できる。 

 

【Ⅲ 主体的に学習に取り組む態度】 

１．文化、歴史、社会、および人間のあり方についての知的関心を持っている。 

２．自己や他者との対話をとおして成長していこうとする主体性と協調性を持っている。 

 

○人文学部キリスト教学科 アドミッション・ポリシー 
人文学部キリスト教学科は、教育の目的、ディプロマ・ポリシーおよびカリキュラム・ポ

リシーに基づき、次のような人を受け入れます。 

 

【Ⅰ 知識・理解】 

キリスト教学科で学ぶために十分な、高等学校卒業レベル以上の基礎学力を身につけ

ている。 

 

【Ⅱ 思考力・判断力・表現力】 

自身の考えを口頭または文章で的確に表現できる。 

 

【Ⅲ 主体的に学習に取り組む態度】 

１．キリスト教の思想的、文化的、歴史的、実践的分野に関心を持っている。 

２．将来、カトリック司祭や宗教科教員をはじめとしたキリスト教学科での学びを活かす

職業に就こうという意欲を持っている。 
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入試方式 評価方法 

アドミッション・ポリシー 

Ⅰ知識・技能 
Ⅱ思考力・判断

力・表現力 

Ⅲ主体的に学習

に取り組む態度 

総合型選抜 
総合型入試 

［プレゼンテーショ

ン型］ 

小論文 ○ ◎ 
 

プレゼンテーション+

面接 
○ ◎ ○ 

書類審査 ○ ○ ◎ 

 

評価方法 評価のねらい 

小論文 
文章による表現力や論理的思考力、判断力を評価します。また、その基と

なる知識の程度についても評価します。 

プレゼンテーション+

面接 

プレゼンテーション、面接を通じて、論理的思考力や表現力、志望する学

問分野の知識の程度を評価します。また、本学科において勉学する目的の

明確さや適性についても評価します。 

書類審査 

本学科において勉学する目的の明確さや適性について評価します。また、

文章による表現力や論理的思考力、判断力を評価するとともに、本学科に

おいて勉学するために必要な基礎学力についても評価します。 

 

○人文学部人類文化学科 アドミッション・ポリシー 
人文学部人類文化学科は、教育の目的、ディプロマ・ポリシーおよびカリキュラム・ポリ

シーに基づき、次のような人を受け入れます。 

 

【Ⅰ 知識・理解】 

人類文化学科で学ぶために十分な、高等学校卒業レベル以上の基礎学力を身につけて

いる。 

 

【Ⅱ 思考力・判断力・表現力】 

自身の考えを口頭または文章で的確に表現できる。 

 

【Ⅲ 主体的に学習に取り組む態度】 

１．人間とは何か、わたしたちはどのように生きていくべきか、といった問題に関心を持

っている。 

２．日本を含めた世界の歴史、社会、文化の諸問題に関心を持ち、それらの解決に取り組

み、地域社会、国際社会に貢献する意欲を持っている。 

 

入試方式 評価方法 

アドミッション・ポリシー 

Ⅰ知識・技能 
Ⅱ思考力・判断

力・表現力 

Ⅲ主体的に学習

に取り組む態度 

総合型選抜 
総合型入試 

［プレゼンテーショ

ン型］ 

小論文 ○ ◎ 
 

プレゼンテーション+

質疑応答 
○ ◎ ○ 

書類審査 ○ ○ ◎ 
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評価方法 評価のねらい 

小論文 
文章による表現力や論理的思考力、判断力を評価します。また、その基と

なる知識の程度についても評価します。 

プレゼンテーション+

質疑応答 

プレゼンテーション、質疑応答を通じて、論理的思考力や表現力、志望す

る学問分野の知識の程度を評価します。また、本学科において勉学する目

的の明確さや適性についても評価します。 

書類審査 

本学科において勉学する目的の明確さや適性について評価します。また、

文章による表現力や論理的思考力、判断力を評価するとともに、本学科に

おいて勉学するために必要な基礎学力についても評価します。 

 

○総合型入試［プレゼンテーション型］【人文学部キリスト教学科】【人文学部人類文化学

科】について 
アドミッション・ポリシーに基づき、特に次のような人を受け入れます。 
＜キリスト教学科＞ 
・キリスト教学科で学ぶために十分な、高等学校卒業レベル以上の基礎学力を身につけて

いる人 
・自身の考えを口頭または文章で的確に表現できる人 
・キリスト教の思想的、文化的、歴史的、実践的分野に関心を持っている人 
・将来、カトリック司祭や宗教科教員をはじめとしたキリスト教学科での学びを活かす職

業に就こうという意欲を持っている人 
総合型入試では、中学校および高等学校在学中における諸活動への取り組みも評価します。 
＜人類文化学科＞ 
・本学のモットー「人間の尊厳のために」に賛同し、人間とは何か、わたしたちはどのよ

うに生きていくべきか、といった根本的な問題への関心、また、日本を含め世界を視野

に入れた人間の歴史、社会、文化の諸問題への関心と、それらを学ぶために必要な高等

学校卒業レベルの基礎学力を持ち、それらの解決に取り組み、地域社会、国際社会に貢

献する意欲を持つ人 
 

【経済学部】 

○経済学部 アドミッション・ポリシー 
経済学部は、教育の目的、ディプロマ・ポリシーおよびカリキュラム・ポリシーに基づき、

次のような人を受け入れます。 

【Ⅰ 知識・技能】 

経済学部で学ぶために十分な、高等学校卒業レベル以上の基礎学力（特に、外国語、

国語、数学、歴史に関する知識・技能）を身につけている。 

 

【Ⅱ 思考力・判断力・表現力】 

自身の考えを口頭または文章で的確に表現できる。 

 

【Ⅲ 主体的に学習に取り組む態度】 

社会・経済に強い関心を有し、経済学部で学ぶ知的総合力を活かして社会に貢献する

意欲を持っている。 
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入試方式 評価方法 

アドミッション・ポリシー 

Ⅰ知識・技能 
Ⅱ思考力・判断

力・表現力 

Ⅲ主体的に学習

に取り組む態度 

総合型選抜 
総合型入試 

［プレゼンテーショ

ン型］ 

小論文 ○ ◎ 
 

プレゼンテーション+

質疑応答 
○ ◎ ○ 

書類審査 ○ ○ ◎ 

 

評価方法 評価のねらい 

小論文 
文章による表現力や論理的思考力、判断力を評価します。また、その基と

なる知識の程度についても評価します。 

プレゼンテーション+

質疑応答 

プレゼンテーション、質疑応答を通じて、論理的思考力や表現力、志望す

る学問分野の知識の程度を評価します。また、本学科において勉学する目

的の明確さや適性についても評価します。 

書類審査 

本学科において勉学する目的の明確さや適性について評価します。また、

文章による表現力や論理的思考力、判断力を評価するとともに、本学科に

おいて勉学するために必要な基礎学力についても評価します。 

 

○総合型入試［プレゼンテーション型］【経済学部】について 
 アドミッション・ポリシーに基づき、特に次のような人を受け入れます。 
 経済学部が行う総合型入試においては、高校までの学習において、社会・経済に関する具

体的な問題について自ら課題を発見し、その解決に向けて主体的に探究、活動した経験を持

つ人を求めます。そのために、 
・社会・経済の諸問題への関心と、それらについて学ぶための基礎学力を持ち、 
・自ら設定した課題の解決に向けた探求や活動の経験から何らかの知見や教訓を得て、 
・そうした知見や教訓を他者に伝える能力のある者であること 

を問います。 
 ここでの探求や活動には、高校での「総合的な探求の時間」における活動はもちろんのこ

と、個人的な関心から特定の事柄について非常に詳しい知識を持つに至った趣味としての活

動や、自身の社会的関心や社会貢献に基づくボランティア活動なども含まれます。社会・経

済の諸問題について、自身の興味・関心を追求する中で自ら課題を発見し、主体的に解決を

試みてきたことが問われています。 
 なお、以上の内容に関わる受賞歴や取得資格、あるいは新聞記事への掲載実績などが提示

された場合、それを書類審査の対象として考慮することがあります。希望する場合は、出願

書類の「自己の能力を証明する書類」として、出願時に提出して下さい。なお、掲載実績は

掲載日、媒体名、ＵＲＬなど掲載が確認できる情報を明記してください。 

 

【総合政策学部】 

○総合政策学部 アドミッション・ポリシー 
総合政策学部は、教育の目的、ディプロマ・ポリシーおよびカリキュラム・ポリシーに基

づき、次のような人を受け入れます。 
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【Ⅰ 知識・技能】 

総合政策学部で学ぶために十分な、高等学校卒業レベル以上の基礎学力（読解力、語

学力など）を身につけている。 

 

【Ⅱ 思考力・判断力・表現力】 

自身の考えを口頭または文章で的確に表現できる。 

 

【Ⅲ 主体的に学習に取り組む態度】 

１．地域固有の歴史や文化、さらには、国際関係、政治や経済、環境問題などの現代社会

の諸問題に興味や関心があり、多様な価値観を理解する意欲を持っている。 

２．机上の学習のみならず、フィールドに出て自らの目で見て学んだり、いろいろな国や

地域の人々と積極的にコミュニケーションを取ったりすることで世界に関わる意欲を

持っている。 

 

入試方式 評価方法 

アドミッション・ポリシー 

Ⅰ知識・技能 
Ⅱ思考力・判断

力・表現力 

Ⅲ主体的に学習

に取り組む態度 

総合型選抜 
総合型入試 

［プレゼンテーショ

ン型］ 

小論文 ○ ◎ 
 

プレゼンテーション+

口頭試問 
○ ◎ ○ 

書類審査 ○ ○ ◎ 

 

評価方法 評価のねらい 

小論文 
文章による表現力や論理的思考力、判断力を評価します。また、その基と

なる知識の程度についても評価します。 

プレゼンテーション+

口頭試問 

プレゼンテーション、口頭試問を通じて、論理的思考力や表現力、志望す

る学問分野の知識の程度を評価します。また、本学科において勉学する目

的の明確さや適性についても評価します。 

書類審査 

本学科において勉学する目的の明確さや適性について評価します。また、

文章による表現力や論理的思考力、判断力を評価するとともに、本学科に

おいて勉学するために必要な基礎学力についても評価します。 

 

○総合型入試［プレゼンテーション型］【総合政策学部】について 
 アドミッション・ポリシーに基づき、特に次のような人を受け入れます。 
 総合政策学部が行う総合型入試においては、留学や NGO・NPO活動、様々なボランティア活

動や社会活動など、現場での実践的活動に積極的に取り組んできた人を募集します。 
 

【理工学部】 

○理工学部 アドミッション・ポリシー 
理工学部は、教育の目的、ディプロマ・ポリシーおよびカリキュラム・ポリシーに基づき、

次のような人を受け入れます。 
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【Ⅰ 知識・理解】 

理工学部で学ぶために十分な、高等学校卒業レベル以上の基礎学力（特に、理科、数

学に関する知識・技能）を身につけている。 

 

【Ⅱ 思考力・判断力・表現力】 

自身の考えを口頭または文章で的確に表現できる。 

 

【Ⅲ 主体的に学習に取り組む態度】 

１．コンピュータ、機械、通信などの技術に強い関心を持ち、それらを主体的に学ぼうと

する意欲を持っている。 

２．他者との対話をとおして学び、成長しようとする主体性と協調性を持っている。 

３．理工学部での学びを発展的に活かして社会に貢献する意欲を持っている。 

入試方式 評価方法 

アドミッション・ポリシー 

Ⅰ知識・技能 
Ⅱ思考力・判断

力・表現力 

Ⅲ主体的に学習

に取り組む態度 

総合型選抜 
総合型入試 

［プレゼンテーショ

ン型］ 

小論文 ○ ◎ 
 

プレゼンテーション+

質疑応答 
○ ◎ ○ 

書類審査 ○ ○ ◎ 

 

評価方法 評価のねらい 

小論文 
文章による表現力や論理的思考力、判断力を評価します。また、その基と

なる知識の程度についても評価します。 

プレゼンテーション+

質疑応答 

プレゼンテーション、質疑応答を通じて、論理的思考力や表現力、志望す

る学問分野の知識の程度を評価します。また、本学科において勉学する目

的の明確さや適性についても評価します。 

書類審査 

本学科において勉学する目的の明確さや適性について評価します。また、

文章による表現力や論理的思考力、判断力を評価するとともに、本学科に

おいて勉学するために必要な基礎学力についても評価します。 

 

○総合型入試［プレゼンテーション型］【理工学部】について 
 アドミッション・ポリシーに基づき、特に次のような人を受け入れます。 
理工学部が行う総合型入試においては、 
・コンピュータ、機械、通信などの技術とその数理的な説明について関心を持ち、 
それらを主体的に学ぼうとする意欲を持つ人 

・大学院への進学に興味と意欲を持つ人 
を募集します。なお、この入試による入学者については、理工学部の早期卒業制度に推薦

し、これによって南山大学大学院理工学研究科博士前期課程への進学を奨励する予定です。 
 

【国際教養学部】 

○国際教養学部 アドミッション・ポリシー 
国際教養学部は、教育の目的、ディプロマ・ポリシーおよびカリキュラム・ポリシーに

基づき、次のような人を受け入れます。 
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【Ⅰ 知識・技能】 

国際教養学部で学ぶために十分な、高等学校卒業レベル以上の基礎学力（特に、外国

語、国語、歴史、数学に関する知識）を身につけている。 

 

【Ⅱ 思考力・判断力・表現力】 

自身の考えを口頭または文章で的確に日本語および英語で表現できる。 

 

【Ⅲ 主体的に学習に取り組む態度】 

１．現代社会の諸問題を理解するために必要な幅広い教養と深い専門知識を身につけ、

さらに、コミュニケーション能力や異文化理解力を高める意欲を持っている。 

２．国・地域の枠を超えた多様な文化的背景を持つ人々と協働し、グローバル社会で生

起する問題を解決するなど、グローバル社会の持続可能な発展に寄与したいという

展望を持っている。 

 

入試方式 評価方法 

アドミッション・ポリシー 

Ⅰ知識・技能 
Ⅱ思考力・判断

力・表現力 

Ⅲ主体的に学習

に取り組む態度 

総合型選抜 
総合型入試 

［プレゼンテーショ

ン型］ 

小論文 ○ ◎ 
 

プレゼンテーション+

面接 
○ ◎ ○ 

書類審査 ○ ○ ◎ 

 

評価方法 評価のねらい 

小論文 
文章による表現力や論理的思考力、判断力を評価します。また、その基と

なる知識の程度についても評価します。 

プレゼンテーション+

面接 

プレゼンテーション、面接を通じて、論理的思考力や表現力、志望する学

問分野の知識の程度を評価します。また、本学科において勉学する目的の

明確さや適性についても評価します。 

書類審査 

本学科において勉学する目的の明確さや適性について評価します。また、

文章による表現力や論理的思考力、判断力を評価するとともに、本学科に

おいて勉学するために必要な基礎学力についても評価します。 

 

 

○総合型入試［プレゼンテーション型］【国際教養学部】について 
 アドミッション・ポリシーに基づき、特に次のような人を受け入れます。 
国際教養学部が行う総合型入試においては、 
・グローバル社会で生起する問題に強い関心を持ち、諸問題を解決しようとする高い志を

持った人 
・論理的思考力と異文化理解力を備えた人 
を募集します。 
 
※各学部学科のアドミッション・ポリシー、ディプロマ・ポリシーおよびカリキュラム・

ポリシーは、本学 Webページをご参照ください。 

 https://www.nanzan-u.ac.jp/Menu/hoshin/policy.html 
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2．総合型入試[プレゼンテーション型]のスケジュール 

入試要項の入手 

     

2025年 5 月 

入試要項は本学 Web ページからもダウンロードできます。 

出願書類の作成 

 

作成には十分な期間が必要ですので、早めに準備にとりかかってくだ 

さい。また、証明書等、他の機関から入手しなければならない書類も 

ありますので、注意してください。 

第 1次出願期間 

 

2025 年 9 月 1日（月）～9 月 5 日（金） ＜最終日消印有効 ※＞ 
入学検定料の振り込みが必要です。また、不備の書類は受け付けられ 

ませんので、提出前によくご確認ください。 

※海外からの送付の場合は、最終日必着です。 

受 験 票 の 取 得 ポータルサイトから各自で取得してください。 

（1次審査と 2次審査は同じ受験番号になります。） 

第 1 次 審 査 提出された書類を審査します。 

第 1次合格発表 

 

2025年 9 月 22日（月） 13:00 
ポータルサイトの合否照会画面より合否を確認してください。 

合否通知書は送付されません。 

合格者は、第 2次審査の出願に必要な書類を合否照会画面より取得すること

ができます。 

第 2次出願期間 

 

2025年 9 月 23日（火）～9 月 29 日（月） ＜最終日消印有効 ※＞ 

※海外からの送付の場合は、最終日必着です。 

第 2 次 審 査 2025 年 10 月 18 日（土） 南山大学 

※予備日：2025年 10月 25 日（土） 

予備日に試験を実施する場合、本学 Webページにてお知らせいたします。 

 

第 2次合格発表 

 

2025年 11 月 4日(火)  13:00 
ポータルサイトの合否照会画面より合否を確認してください。合格者には、

合格発表後に合格通知書を発送します。 

 

入学手続期間 

 

2025 年 11 月 5日（水）～11月 12日（水） ＜最終日消印有効＞ 
入学手続は、必ず所定の期間に行ってください。期間内に手続を行わなかっ

た場合は、入学資格を失います。 

入 学 2026年 4 月 

 

 

 

 

 

 

 

[出願資格 1(3)⑥に該当する者] ※p.9 参照 

個別入学資格審査受付期間：2025 年 6 月 2 日（月）～7 月 25 日（金）＜必着＞ 
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3．募集学部・募集学科・募集人員 

 学  部 学 科 募 集 人 員 

人文学部 
キリスト教学科 若干名 

人類文化学科 ５名 

経済学部 経済学科 １０名 

総合政策学部 総合政策学科 １０名 

理工学部 

ソフトウェア工学科 ５名 

データサイエンス学科 ５名 

電子情報工学科 ５名 

機械システム工学科 ５名 

国際教養学部 国際教養学科 １２名 

 

4．出願資格 

出願時に各項のいずれかに該当する者 

（1）高等学校または中等教育学校を卒業した者および 2026年 3月卒業見込みの者 

（2）通常の課程による 12年の学校教育を修了した者および 2026年 3月修了見込みの者 

（3）高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認められる者および 2026年 3月 31 

日までにこれに該当する見込みの者 

①外国において学校教育における 12 年の課程を修了した者および 2026 年 3 月 31 日までに修了見

込みの者、またはこれに準ずる者で文部科学大臣の指定した者 

②文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設の当該

課程を修了した者および 2026年 3月 31日までに修了見込みの者 

③専修学校の高等課程（修業年限が 3年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を満た

すものに限る）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後に修了した者 

④文部科学大臣の指定した者 

⑤高等学校卒業程度認定試験規則による高等学校卒業程度認定試験に合格した者および 2026年 

 3月 31日までに合格見込みの者（大学入学資格検定に合格した者を含む） 

⑥本学において、個別の入学資格審査により、高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認

めた者で、2026年 4月 1日までに 18歳に達する者 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

＜個別の入学資格審査について＞ 

外国人を対象に教育を行うことを目的とし、我が国に設置された教育施設において高等学校に対応

する 3年に相当する学歴を有する者または有する見込みのある者は、 

2025年 6月 2日（月）～7月 25 日（金）＜必着＞に申請書類を提出してください。 

詳しくは、本学 Webページ「受験生の皆様」をご覧いただくか、本学入学センターまでお問い合 

わせください。 
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5．出願書類 
「出願書類チェックリスト」に基づき、書類の不備や不足がないことを確認してください。  

また、「出願書類チェックリスト」は、出願書類に添えて提出してください。 

所定用紙が複数枚あるものは、記載する項目がない場合でも、すべての用紙をご提出ください。 

第 1 次 審 査 

1 

出願確認票 
※異体字や環境依存文字等、一部の漢字は氏名として使用することができません。代替の漢

字を入力してください。 

 例）𠮷𠮷田 → 吉田、辻 → 辻 

※必要事項登録および検定料支払終了後に「出願確認票」が印刷できるようになります。 

※出願確認票を印刷する際、登録したユーザ ID、パスワードでポータルサイトにログインし

てください。「志願者情報」画面にアップロードした写真が出願確認票に印刷されます。 

Web出願登録 
および 

検定料納入後、
ポータルサイト

より印刷 

2 
志願者調書 
 ※記載する項目がない場合でも、1/2、2/2どちらもご提出ください。 

所定用紙① 

3 

志望理由書（所定用紙3枚） 
※【経済学部】本学部への志望理由に加え、経済学に興味を持った経緯・理由および大学卒

業後に経済学をどのように活用したいかを含め記述してください。 

※【総合政策学部】本学部への志望理由に加え、最も関心のある現代社会の問題について、

その理由を含め記述してください。 

※【理工学部】本学部の学科への志望理由に加え、本学部での学びに関連して関心のある科

学技術について、所定用紙に2枚程度以上で記述してください。 

※【国際教養学部】日本語の場合は2000字程度、英語の場合は800語程度で記述してください。 

所定用紙② 

4 

自己推薦書（所定用紙3枚） 
※これまで行った顕著な活動について、そこから得られたことも含め、記載してください。 
※自己の能力を証明する資料があれば、その写し(A4サイズ)も併せて提出してください。 

※【人文学部人類文化学科】本学科が求める人物像に言及してください。自己の能力を証明

する資料は、ドイツ語検定、フランス語検定、中国語検定などのほか、文部科学省が後援

している人文学系のコンテストでの受賞歴などを提出してください。 

（参考：https://www.blog.studyvalley.jp/2022/01/25/award/） 

※【経済学部】社会・経済に関することで自ら課題を発見し、解決に向けて主体的に努力し

たことを記述してください。 

※【総合政策学部】これまでに取り組んできた実践的活動については特に詳細に記述してく

ださい。 

※【理工学部】これまでに取り組んできた実践的活動について、科学技術・数学・物理学と

関連づけて、所定用紙に2枚程度以上で記述してください。図表を使っても構いません。 

※【国際教養学部】日本語の場合は2000字程度、英語の場合は800語程度で記述してください。 

所定用紙③ 

5 

出身高等学校の調査書（厳封されたもの） 
※卒業見込みの者は、出願前3ヵ月以内に発行されたもので、出願時点で最新の成績および履

修科目が記載されたものを提出してください。 

 ※調査書が発行されない場合は、出願資格を証明する書類を提出してください。（11頁参照） 
 ※高等学校全期間のうち、複数の高等学校に在籍した場合は、転入学、退学等の年月日が記

載された成績証明書を各高等学校から発行を受けて提出してください。 
  なお、最終在籍校（卒業校）の学業成績証明書に以前所属していた学校の成績を含め、高

等学校全期間の成績が記載されている場合は、最終在籍校の学業成績証明書のみの提出で

構いません。 
※成績証明書の提出が不可能な場合は、これに代わるものとして学期ごとの学業評価レポー

ト等の写しを提出してください。（例：イギリスの教育制度） 
※【理工学部】特に数学の成績を評価します。 

 

6 
外国の高校等の在籍証明書 

※外国の高校等で履修した場合は提出してください。 

※卒業（見込）証明書または学業成績証明書に在籍期間が明記されている場合は不要です。 

所定用紙A 
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7 

出願用封筒表書 

 ※ポータルサイトより各自印刷してご利用ください。 
※任意の封筒（角型 2号サイズ以上）に貼付して郵送してください。 
※所定用紙は折り曲げないで、封筒に入れてください。 

Web出願登録 
および 

検定料納入後、
ポータルサイト

より印刷 

8 
宛名シール 

※宛名シールの住所に第2次審査の合否通知書を送付します。 

※志願者本人の送付先を記入してください。 
とじこみ 

9 

日本学生支援機構＜給付奨学金＞の大学等奨学生採用候補者決定通知 

【提出用】コピーまたは簡易版 
※日本学生支援機構＜給付奨学金＞の大学等奨学生採用候補者のみ提出してください。 

 ※出願時に不備なく提出された方については、高等教育の修学支援新制度の対象者と認定し、

入学手続時には授業料減免後の金額を納入いただきます。ただし、入学金につきましては、

一旦全額納入いただき、本学入学後に減免相当額を返還いたします。（「14．入学手続」

参照） 

  出願時に本学指定の書類を提出されない場合（高校等からまだ大学等奨学生採用候補者決

定通知を受け取っていない場合を含む）は、入学手続時には一旦、減免対象額を含む全額

を納入いただきます。入学後に本学指定の書類を提出し、高等教育の修学支援新制度の対

象者と認定した時点で減免対象額を返還します。 

※減免対象となるのは「給付」のみです。「貸与」は減免対象となりません。 

※支援区分「第Ⅳ区分（私立理工農）」の採用候補者は、本学においては「理工学部」への

入学者のみが減免対象となります。理工学部以外への入学者は対象となりません。 

 

 

・第1次審査合格者のみ、第2次審査出願のための以下の所定用紙をポータルサイトの合否

照会画面から印刷できます。 

・第2次審査の出願受付期間内に第2次審査出願意思確認票を郵送で提出してください。 

第 2 次 審 査 

1 

第2次審査出願意思確認票 
※プレゼンテーションの方法を選択してください。 

※【総合政策学部】プレゼンテーションの使用言語を選択してください。 

（日本語・英語で複数選択可） ポータル 
サイト上 
合否照会 
ページより

印刷 

2 
入学検定料確認書（第2次審査用） 
※第2次審査出願意思確認票に貼付してください。 

※第2次審査の入学検定料支払いは金融機関窓口での取り扱いのみです。 

3 
出願用封筒表書 
※任意の封筒（角型 2号サイズ以上）に貼付して郵送してください。 

※所定用紙は折り曲げないで、封筒に入れてください。 

 

調査書が発行されない場合は、出願資格を証明する書類を提出してください。 
（提出する書類が不明な場合は、事前に本学入学センターまでお問い合わせください。） 

出願資格 証明書類 備 考 

高等学校卒業程度認定試験合格者 

（見込みの者） 

合格（見込）成績証明書  

外国における 12年の課程を修了した者 

（見込みの者） 

①卒業（見込）証明書 

②学業成績証明書 

 ※高等学校全期間のもの 

・p.12〈出願書類についての注意〉参照 
・証明書に在籍期間が明記されていない 

場合は、「在籍証明書（所定用紙 A）」
も併せて提出してください。 

国際バカロレア資格を有する者 
①国際バカロレア資格証書の写し 

②最終試験 6科目の成績証明書 

 

アビトゥア資格（ドイツ連邦共和国）を有

する者 
一般的大学入学資格証明書の写し  

バカロレア資格（フランス共和国）を有す

る者 

①バカロレア資格証書の写し 

②成績証明書 
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GCE A レベル資格あるいは IGCE A レベル資

格(グレート・ブリテンおよび北部アイル

ランド連合王国)を有する者 

GCEあるいは IGCEの成績評価証明

書 
※2科目以上の合格が確認できるもの 

 

ヨーロピアン・バカロレア資格（欧州連合

構成国）を有する者 

①ヨーロピアン・バカロレア資格

証明書の写し 

②成績評価証明書 

 

個別の入学資格審査により、本学の入学

（出願）資格が認められた者 
入学資格認定書の写し  

その他高等学校を卒業した者と同等以上

の学力があると認められる者（見込みの

者） 

①修了（見込）証明書 

②成績証明書 

出身学校長が作成する調査書がある場

合は、左記①②に代えて調査書を提出し

てください。 

 

日本国籍を有しない志願者は、加えて次の書類の提出が必要です。出願に先立って、本学

入学センターまでお問い合わせください。 

提出書類 備 考 様式 

在留カードの写し 
・出願時、既に日本にいる場合のみ 

・受験時に在留期間が有効であること 
 

留学費支払能力に関する証明

書 

・在留カードの在留資格が「永住者」「定住者」の場合は提出不要 

・留学費支払能力を証明できる書類を添付（コピー可） 

 例）・金融機関発行の預貯金残高証明書 130 万円（初年度学生納

入金相当額） 

   ・所得証明 

本学所定用
紙 

パスポートの写し 

・受験時に有効であること 

・写真・氏名・パスポート番号のあるページを提出 

・在留カードの在留資格が「永住者」「定住者」の場合は提出不要 

 

＜出願書類についての注意＞ 
・出願書類は、すべて原本（オリジナル）の提出を原則とします。ただし、自己推薦書に添付する自己

の能力を証明する資料に関しては、その写し（A4サイズ）を提出してください。 

・一旦提出された出願書類は、原則として返還しません。 

・原本が１部しかないものや再発行できないもの（卒業証明書や成績証明書等）は、原本証明がなされ

た複写（コピー）をご提出ください。 

※原本証明とは、原本から正しく複製されたものであることを出身の高等学校や日本語学校等が証明

し、機関印を押印したものです。 

※出身の学校等で原本証明を受けることができない場合は、出願に先立って本学入学センターまで

お問い合わせください。 

・書類が和文・英文以外の場合は、和訳または英訳を作成し、翻訳の内容が原本と相違ないことを出

身の高等学校もしくは大使館等の公的機関で証明を受けた後、提出してください。 

・提出された出願書類の記入事項の変更、または、書類の差し替えは認められません。 

・出願書類は、入学後の指導上の参考資料とすることがあります。 
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6．出願手順 
 南山大学の総合型入試の出願は、インターネットを利用する Web 出願で行います。入試要

項をよく確認の上、出願登録および入学検定料の支払手続をし、出願期間内に出願書類を送

付してください。インターネット上での出願登録および入学検定料の支払いだけでは出願は

完了しません。出願期間内に出願書類を送付しない場合や、出願書類に不備がある場合は、

出願が無効となります。 

 

南山大学 Web出願ポータルサイト： https://sak-sak.net/portalapp/nanzan 

 

出願は以下の手順で行います。 

① 事前準備 

□ 出願書類の準備 

□ E-mailアドレスの準備 

□ 顔写真データの準備 

□ パソコン・スマートフォン等環境の準備 

□ 印刷環境（プリンターなど）の準備 

② 出願登録 

□ E-mailアドレスの登録 

□ 個人情報の登録 

□ 顔写真の登録 

□ 出願する入試種別の選択 

③ 入学検定料の納入 

□ 入学検定料の納入 

※この段階では出願はまだ完了していません。 

④ 出願書類を郵送する 

□ 出願確認票・出願用封筒表紙の印刷（ポータルサイト上での操作） 

□ その他の出願書類・封筒の準備 

□ 郵便局窓口から簡易書留・速達で郵送 

出願手続完了 

⑤ 受験票の取得（ポータルサイト上での操作） 

□ ポータルサイトにログインし、受験票を印刷 

※受験票は郵送されません。 

※入試当日は必ず印刷した受験票を持参してください。 

 

7．出願登録（出願締切：出願登録期間最終日 17：00） 

 

出願登録期間 2025年9月1日（月）10:00 ～ 9月5日（金）17:00 

・ポータルサイトにアクセスし、画面の指示に従って必要な情報を入力してください。 

・Web出願手順の詳細については、8月下旬に本学 Webページ「受験生の皆様」に掲載す

る「出願手順（利用案内）」で確認してください。 
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8．入学検定料 

 第1次審査：ポータルサイトからの支払い 
第 1 次 審 査 

入学検定料 （第1次審査） 10,000円 

支払期間  （第1次審査） 2025年9月1日（月）10:00 ～ 9月5日（金）19:00 

 

●画面の指示に従って支払方法を選択してください。 
ご利用可能な支払方法 支払締切 備 考 

●クレジットカード 

  

出願期間最終日 

19：00 

●出願登録から72時間以内にお支払いく
ださい。72時間を過ぎた場合は、再度
出願登録からやり直してください。 

●支払方法の選択後に表示される番号が
必要になりますので、正確にメモをと
り、控えておいてください。 
※出願受付番号とは異なります。また、コン

ビニエンスストアによって番号が異なりま

す。 

●コンビニエンスストア 
 

   

●ネットバンキング・ペイジー  
 

 
 

 

（一例） 

・入学検定料は、支払締切を過ぎると支払いができなくなるので、余裕をもって出願登録

および支払手続をしてください。 

・入学検定料の他に取扱手数料（一律 990円）が必要になります。 

・入学検定料支払い後の入試方式、志望学部学科の変更・取消は一切できません。入学検

定料の支払い前によくご確認ください。 

・一旦納入された入学検定料は、原則として返還しません。 

・入学検定料支払いの領収書は、ご自身で保管してください。南山大学へ提出する必要は

ありません。 

 

第2次審査：銀行窓口での支払い 
第 2 次 審 査 

入学検定料 （第2次審査） 25,000円 

支払期間  （第2次審査） 2025年9月23日（火）～9月29日（月） 

・入学検定料確認書（第2次審査用）に必要事項を記入の上、切り離さずに金融機関の窓口

に持参し、「電信扱」で納入してください。 

・納入後、入学検定料確認書（第2次審査用）のうちＢ・Ｃ票を受け取り、銀行収納印が押

されていることを確認してください。Ｂ票（領収書）は切り離して本人が保管してくだ

さい。Ａ票は金融機関が保管します。 

・Ｃ票は第2次審査出願意志確認票の中の所定の枠に貼付して、出願書類として提出してく

ださい。 

・振込手数料は振込依頼人のご負担になります。 

・現金や為替による支払いや、ATMによる振り込みは受け付けられません。 

・一旦納入された入学検定料は、原則として返還しません。 
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9．出願書類等の受付 ※郵送に限る 

（出願確認票の印刷期間：出願受付期間（第 1次審査）最終日 19:00） 

第 1 次 審 査 

出願受付期間（第 1次審査） 2025年 9月 1日（月）～9月 5日（金）＜最終日消印有効＞ 

 

第 2 次 審 査 

出願受付期間（第 2次審査） 2025年 9月 23日（火）～9月 29日（月）＜最終日消印有効＞ 

・第 1次審査の入学検定料支払後にポータルサイトから「出願確認票」を印刷できるよ

うになります。 

・出願受付期間（第 1次審査）最終日 19:00を過ぎると印刷することはできません。 

・ポータルサイトから「出願用封筒表書」を印刷し、任意の封筒（角型 2号サイズ以上）

に貼付の上、「簡易書留速達郵便」で郵送してください。 

・提出された出願書類に不備があった場合、大学から電話等により連絡します。出願書類

に不備があり、出願受付期間内に解消されない場合は、出願を受理できないことがあり

ます。 

・出願後の志望学科の変更は、いかなる理由があっても認めません。 

・一旦提出された出願書類は、原則として返還しません。 
・海外からの送付の場合は、最終日必着です。 

 
10．受験票 

受験票発行予定日 2025年9月12日（金）10:00～ 
 

 ・受験票はポータルサイトから各自印刷し、試験当日に持参してください。 

・受験票には試験室及び集合場所は記載されていません。10 月 15 日（水）頃に本学 Web

ページ「受験生の皆様」に掲載する「試験室・面接控室案内」で確認してください。 

 

11．審査および第 1 次審査合格発表 

・審査は、第1次審査と第2次審査の2段階で実施します。 

・第1次審査は、書類審査のみです。 

・第2次審査は、第1次審査の合格者のうち第2次審査に出願した人が対象となります。 

・第2次審査は、学部によって審査方法が異なります。下表を参照してください。 

 第2次審査の詳細は第1次審査合格者にお知らせします。 

※各審査につきましては、尾張東部地方への台風の接近等に伴い、当初の日程での試験実施が困難
と判断される場合は、予備の日程により試験を実施します。その場合は本学Webページにてお知
らせいたします。 
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【全学科共通】 

第 1 次 審 査 

審査 志望理由書、自己推薦書等の書類審査 

合格発表 

2025年9月22日（月）13:00 

・ポータルサイトにログインし、合否照会画面より合否を確認してください。 

・第1次審査合格者のみ、第2次審査出願のための所定用紙をポータルサイトの 

合否照会画面から印刷できます。 

・第2次審査の出願受付期間内に第2次審査出願意思確認票を郵送で提出してくだ

さい。 

第 2 次 審 査 

試験場 
南山大学 

名古屋市昭和区山里町18 

実施日 2025年10月18日（土）※予備日 2025年10月25日（土） 

集合時刻 9：40 

試験室 
10月15日（水）頃に本学Webページ「受験生の皆様」に 

掲載する「試験室・面接控室案内」で確認してください。 

 

【第二次審査 審査時間・配点】 

学部 学科 時間 内容 配点 合計 

人文 

 

ｷﾘｽﾄ教 

10:00～11:30（90分） 小論文 100点 300点 

13:00～ 
プレゼンテーション 

面接 
100点 

― 書類審査 100点 

人類文化 

10:00～11:00（60分） 小論文 200点 600点 

13:00～ 
プレゼンテーション 

質疑応答 
300点 

― 書類審査 100点 

経済 経済 

10:00～11:30（90分） 小論文 200点 600点 

13:00～ 
プレゼンテーション 

質疑応答 
300点 

― 書類審査 100点 

総合 

政策 
総合政策 

10:00～11:30（90分） 小論文 200点 600点 

13:00～ 
プレゼンテーション 

口頭試問 
300点 

― 書類審査 100点 

理工 

ｿﾌﾄｳｪｱ工学 

ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽ 

電子情報工学 

機械ｼｽﾃﾑ工学 

10:00～11:30（90分） 小論文 200点 600点 

13:00～ 
プレゼンテーション 

質疑応答 
300点 

― 書類審査 100点 

国際 

教養 
国際教養 

10:00～11:30（90分） 小論文 200点 600点 

13:00～ 
プレゼンテーション 

面接 
300点 

― 書類審査 100点 
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【小論文・プレゼンテーションの概要】 

学部 学科 審査 

人文 

キリスト教 

小論文 
キリスト教の文化や思想に関する問題（英語あるいは日本語の文章を読み、

設問に答える）（1200字程度） 

ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ 

面接 

① プレゼンテーション（10分） 
これまでに積極的に取り組んできた活動および志望動機についての口頭で
のプレゼンテーション 
② 個人面接（20分） 
志望動機、勉学意欲、中学校・高等学校での活動や経験などについての口頭
試問 

人類文化 

小論文 
人間と文化・社会に関する文章を読んで、要約し、自分の考えを述べる。

（1000-1200字程度） 

ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ 

質疑応答 

① プレゼンテーション（10分） 

プレゼンテーションは、人類文化学科での学び（Ⓐ文化人類学、Ⓑ考古学、

Ⓒ哲学、Ⓓ言語学のいずれか）に関する具体的なトピックを選び、それにつ

いてあらかじめ調べ、自分の考えをまとめた資料を準備してもらいます。そ

の資料に基づいて口頭（日本語）で行ってください。 

② 質疑応答（10分） 

質疑応答は、プレゼンテーションの内容を中心に行います。 

経済 経済 

小論文 
経済・社会問題に関する文章や資料を読んで、内容に関する設問について論

述する。（1000字程度） 

ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ 

質疑応答 

① プレゼンテーション（20分） 

パワーポイントなどの資料を用いて、社会・経済に関する具体的な問題につ

いて探究、活動してきたことを発表する。 

② 質疑応答（10分） 

プレゼンテーションの内容を中心に質疑応答を行う。 

総合

政策 
総合政策 

小論文 
課題文や図表等の資料を参照し、各設問に対して指定された文字数で論述す

る。（1000～1200字程度） 

ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ 

口頭試問 

① プレゼンテーション（10分） 

これまでに取り組んできた社会活動やボランティア活動などの実践的活動

について、自らがどのように取り組んだかが分かるようなプレゼンを行う。

使用言語は原則日本語とするが、第２次審査の出願時に英語を選択した場合

のみ英語も認める。 
② 口頭試問（20分） 

理工 

ｿﾌﾄｳｪｱ工学 

ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽ 

電子情報工学 

機械ｼｽﾃﾑ工学 

小論文 

① 数学Ⅰ、数学Ⅱ、数学Ⅲ、数学Ａ、数学Ｂ、数学Ｃを含め、学科での勉

学に必要な基礎学力を問う 

② 論理的な思考能力を問う（800字程度） 

ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ 

質疑応答 

① プレゼンテーション（10分） 

数学、情報、物理の教科書の発展・課題学習や探究活動などの欄で紹介され

た課題について、またはこれらの教科に関する自分で選んだ課題について、

志望する学科との関連を含めて行う。 

② 質疑応答（10分） 

プレゼンテーションや志望理由書、自己推薦書の内容について行う。 

国際

教養 
国際教養 

小論文 

① 英文を読み日本語で要約する（400字程度） 

② 和文を読み英語で要約する（150 words程度） 

③ ①または②に関する自分の意見を日本語（400字程度）または英語（150 

words程度）で論述する 

ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ 

面接 

① プレゼンテーション（10分） 

国際教養学科での学びに関するトピックを選び、事実と歴史について調べた

上で日本語もしくは英語で行う 

② 面接（10分） 
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12．第2次審査当日の注意事項 

＜持参する物＞ 

1 受験票 
・ポータルサイトから取得し、各自で印刷してください。 

・当日忘れたり、紛失したりした場合は、案内所に申し出てください。 

2 筆記用具 

・HBの黒鉛筆、シャープペンシル 

・プラスチック製消しゴム 

・下敷きの使用は認めません。 

3 時計 

・試験室には時計がありませんので、各自で持参してください。ただ

し以下のようなものを時計として使用することはできません。 

・携帯電話、スマートフォン、ウェアラブル端末等の電卓・通信・辞

書機能を持つもの、またそれらの機能の有無が判別しづらいもの 

・秒針音が大きく周囲の受験者に聞こえるもの 

・アラームの機能が解除できないもの 

・大型のもの 

4 昼食 ・昼食は各自で持参してください。 

・昼食は学内共有スペースまたは試験室の自分の席で食べてください。 

5 
プレゼンテーション

に必要なもの 
・詳細は第 1次審査合格者に通知します。 

 
＜受験上の注意＞ 
・試験室棟は9:00に開場します。 

・携帯電話等はアラームの設定を解除し、試験室に入る前に電源を切っておいてください。 
 
＜小論文について＞ 
・9:40までに「試験室・面接控室案内」に従って小論文の試験室に入室し、自分の受験番号

の席に着いてください。受験票は机上に置いてください。 
・試験室では、すべて監督者の指示にしたがってください。 
・試験開始時間 10:00 から 20 分以上遅刻した者は、その後のプレゼンテーション・面接、

口頭試問または質疑応答を含むすべての試験科目を受験できません。 
  ・小論文試験開始後、その時間の試験終了まで退室を認めません。 
 
  ＜面接について＞ 
 ・12:45までに「試験室・面接控室案内」に従って面接控室に入室してください。 
 ・面接室までは係員が案内します。 
 ・面接終了後は、すみやかに面接室から離れてください。 
 ・面接は開始時間から順番に実施します。面接の順番によっては待機時間が長くなる可

能性があります。 

 ・プレゼンテーションをするための準備の時間は、プレゼンテーションの時間とは別に

設けられます。 
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13．第2次審査合格発表 

合格発表日時 2025年 11月 4日（火）13：00 

・ポータルサイトにログインし、合否照会画面より合否を確認してください。 

※合格発表直後はアクセス集中に伴い、ポータルサイトにログインしづらくなる場合が

あります。 

 ・合格者には、合格通知書および入学手続書類を郵送します。合格発表後に発送します

ので、地域によっては到着まで 2～3日かかる場合があります。 

・不合格者および試験当日欠席者には通知書は送付しません。 

・合否に関する問い合わせには一切応じません。 
 

14．入学手続 

入学手続期間 2025年 11月 5日（水）～11月 12日（水）＜最終日消印有効＞ 

・第2次審査の合格通知書発送時に入学手続書類を同封します。入学手続書類にて「入学

手続案内」Webページをご案内しております。入学手続の詳細は「入学手続案内」Web

ページにてご確認ください。 

・入学手続は、必ず所定の期間内に行ってください。期間内に手続を行わなかった 

場合は、入学資格を失います。 

・2026年度に必要な納入金は、次のとおりです。 

納入金種別 入学手続時 
秋学期納入金 

（9月下旬に納入） 

入学金 200,000円 - 

授業料 400,000円 400,000円 

教育充実費 
人文・経済・総合政策・国際教養 120,000円 120,000円 

理工 170,000円 170,000円 

学生教育研究災害傷害保険 3,300円 - 

後援会入会金 1,000円 - 

後援会費 10,000円 10,000円 

同窓会入会金／年会費 3,500円 3,500円 

合計 
人文・経済・総合政策・国際教養 737,800円 533,500円 

理工 787,800円 583,500円 

注1 2027年度以降の金額は、改定される可能性があります。 

注2 学部により、入学時に学会費やその他の費用を必要とする場合があります。 

注3 一旦納入された入学金は、いかなる理由があっても返還しません。 

なお、やむを得ない事情により、入学手続後に入学を辞退されるときは、2026年3月31日（火）

＜必着＞までに本人および保証人連名の文書で返還請求があった場合に限り、納入金のうち入学

金以外の授業料および教育充実費等を返還します。詳細は、「入学手続案内」Webページをご確

認ください。 

  注4 日本学生支援機構＜給付奨学金＞の大学等奨学生採用候補者の方で、出願時に本学指定の書類を

不備なく提出された方のみ、その支援区分に応じ、入学手続時には授業料減免後の金額を納入い

ただきます。ただし入学金につきましては、入学手続時は一旦全額納入いただき、本学入学後に

減免相当額を返還します。 

出願時に本学指定の書類を提出されない場合（高校等からまだ大学等奨学生採用候補者決定通知

を受け取っていない場合を含む）は、入学手続時には一旦、減免対象額を含む全額を納入いただ
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きます。入学後に本学指定の書類を提出し、高等教育の修学支援新制度の対象者と認定した時点

で減免対象額を返還します。 

 

15．入学前課題 

・第2次審査合格者で入学手続を完了した方は、大学入学後の活動に備えて、各学部・学

科が準備する入学前課題に取り組んでください。 

・課題は、合格通知書発送時に同封します。 

  

16．成績開示 

受験者に係わる個人情報を、本人から請求があった場合に限り開示します。 

（1）開示内容  
第 1次審査結果：書類審査得点 

第 2次審査結果：以下の得点、総合得点（第 1次審査の得点を含む） 

【人文学部キリスト教学科】【国際教養学部】 

小論文、プレゼンテーション・面接 

【総合政策学部】      小論文、プレゼンテーション・口頭試問 

【人文学部人類文化学科】【経済学部】【理工学部】   

小論文、プレゼンテーション・質疑応答 

（2）開示請求期間 

  2026年 4月 1日（水）～5月 7日（木） ＜最終日消印有効＞ 

（3）申し込み方法 

  開示請求期間内に、本学Webページをご覧のうえ、必要書類・受験票・成績開示手数料と

して郵便定額小為替500円分を本学入学センター宛に送付してください。 

https://www.nanzan-u.ac.jp/admission/ 

（4）開示方法 

    郵送で交付（2026年 6月初旬予定） 

 

17．個人情報の取扱い 

出願にあたってお知らせいただいた氏名、住所、その他の個人情報は入学試験実施、合格

発表、入学手続きとこれらに付随する事項、また入学後の指導上の参考資料として利用します。 

上記の業務は、その一部を本学より当該業務の委託を受けた業者（以下「委託業者」）に

おいて行います。業務委託にあたり、委託業者に対して、お知らせいただいた個人情報の全

部または一部を提供することがあります。 

個人が特定できないように統計処理した個人情報データは、大学における入学者選抜のた

めの調査・研究の資料として利用されます。 

あらかじめご了承ください。 



アクセスマップ

【 交通案内 】

地下鉄名城線「八事日赤」駅 

1 番出口より徒歩約 8 分 

地下鉄鶴舞線「いりなか」駅 

1 番出口より徒歩約 15 分
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キャンパスマップ

山手通門 

至
「
八
事
日
赤
」
駅

→

試験室・面接控室は、事前に本学 Web ページ 

「受験生の皆様」に掲載する「試験室・面接控

室案内」で確認し、各自、入室してください。 
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南山大学 入学センター

〒466-8673 名古屋市昭和区山里町 18 
Phone 052-832-3119（平日 9:00-17:00） 
Fax 052-832-3592 
nyushi-ka@nanzan-u.ac.jp 
https://www.nanzan-u.ac.jp/admission/ 


